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こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
「O

G
ATSU

 x

」
の
活
動
報
告

　
　
　
― 

子
ど
も
を
軸
と
し
た
学
校
・
地
域
連
携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
及
び
ま
ち
づ
く
り 

―

松
井 
利
夫
・
早
川 

欣
哉

は
じ
め
に

本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
「
こ
ど
も
芸
術
の
村
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（1）
の
一

環
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
ま
で
の
三
年
間
、
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町

で
実
施
さ
れ
た
、『
こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
「O

G
AT

SU
 x

」』
の
一
連
の
活
動
報
告
で
あ

る
。こ

ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
「O

G
AT

SU
 x

」
は
、
石
巻
市
立
雄
勝
小
学
校
の
子
ど
も
達
に

よ
る
、
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
商
品
開
発
を
お
こ
な
う
仮
想
の
会
社
で
あ
る
。
学
校
、
地

域
住
民
、
行
政
、
専
門
家
、
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
等
と
共
に
、
子
ど
も
達
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し

て
販
売
す
る
仕
組
み
の
構
築
と
、
そ
れ
に
よ
る
産
業
振
興
や
観
光
振
興
等
の
地
域
活
性
化
を

通
し
て
、
子
ど
も
達
に
対
す
る
、
も
の
づ
く
り
を
起
点
と
し
た
社
会
参
画
の
機
会
の
提
供
を

企
図
し
た
。
さ
ら
に
、
地
域
資
源
の
再
発
見
や
そ
れ
ら
を
用
い
た
創
造
に
よ
っ
て
生
業
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
体
験
し
、
子
ど
も
達
の
将
来
の
職
業
選
択
の
幅
を
広
げ
た
い
と
考
え
た
。

第
一
章
で
は
、
本
活
動
の
舞
台
と
な
る
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
及
び
石
巻
市
立
雄
勝
小
学

校
に
つ
い
て
概
要
を
ま
と
め
た
。
第
二
章
で
は
、
こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
「O

G
AT

SU
 

x

」
の
活
動
の
背
景
、
目
的
、
対
象
と
体
制
及
び
活
動
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
三
章
で
は
、

こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
「O
G

AT
SU

 x

」
の
三
年
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
報
告

す
る
。
最
後
に
、
本
活
動
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
、
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
及
び
石
巻
市
立
雄
勝
小
学
校
に
つ
い
て

（
一
）
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
の
概
要
と
産
業

宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
は
、
宮
城
県
北
東
部
に
位
置
し
、
石
巻
市
域
の
中
で
も
太
平
洋
に

面
し
た
沿
岸
部
の
町
で
あ
る
。
現
在
の
基
盤
は
、
一
八
八
九
年
に
敷
か
れ
た
町
村
制
に
よ
り

十
五
浜
村
と
し
て
成
立
し
、
一
九
四
一
年
に
雄
勝
町
と
改
称
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年

に
一
市
五
町
が
合
併
し
、
宮
城
県
石
巻
市
の
一
部
と
な
っ
た
。

主
な
産
業
は
、
ホ
タ
テ
等
の
養
殖
を
中
心
と
し
た
漁
業
と
、
雄
勝
玄
昌
石
（
雄
勝
石
）
と
呼

ば
れ
る
雄
勝
地
域
で
産
出
す
る
粘
板
岩
を
用
い
た
硯
や
屋
根
材
（
ス
レ
ー
ト
）
の
製
造
業
で
あ

る
。

（
二
）
石
巻
市
立
雄
勝
小
学
校
の
概
要
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
状
況
等

石
巻
市
立
雄
勝
小
学
校
は
、
一
八
七
三
年
に
「
第
七
大
学
区
第
二
中
学
区
八
十
番
小
学

校
」
と
し
て
開
校
し
、
二
〇
〇
五
年
の
市
町
合
併
に
よ
り
、「
石
巻
市
立
雄
勝
小
学
校
」
に
改

称
後
（2）
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
閉
校
し
た
。
現
在
の
石
巻
市
立
雄
勝
小
学
校
（
以
下
「
雄
勝
小
学

校
」
と
す
る
。）
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
閉
校
し
た
石
巻
市
立
雄
勝
小
学
校
（
以
下
「
旧
雄
勝
小
学

校
」
と
す
る
。）
と
石
巻
市
立
大
須
小
学
校
（
以
下
「
旧
大
須
小
学
校
」
と
す
る
。）
を
統
合
し
、
小
中
併

設
の
新
設
校
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
開
校
し
た
。

児
童
数
は
、
一
九
四
六
年
度
の
一
一
八
二
名
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
二
〇
一
〇

年
度
に
は
一
〇
八
名
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
後
の
二
〇
一
一
年
度
に
半
減
し
、
四
一

名
と
な
っ
た
（3）
。
そ
の
後
も
減
少
は
続
き
、
二
〇
一
六
年
度
は
十
六
名
（3）
、
新
設
校
と
な
っ
た

二
〇
一
七
年
度
は
二
〇
名
（4）
、
二
〇
一
八
年
度
は
二
一
名
（5）
で
あ
っ
た
。

旧
雄
勝
小
学
校
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
が
二
階
建
て
の
校

舎
を
超
え
、
全
壊
と
な
っ
た
（6）
。
二
〇
一
一
年
四
月
に
石
巻
市
立
河
北
中
学
校
に
移
転
し
た

後
、
二
〇
一
三
年
四
月
か
ら
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
、
石
巻
北
高
飯
野
川
校
地
内
の
仮
設
校

舎
で
教
育
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
新
設
校
と
な
っ
た
二
〇
一
七
年
四
月
に
旧
大
須
小
学
校

の
校
舎
に
移
転
し
、
同
年
八
月
に
新
築
さ
れ
た
現
校
舎
に
移
転
し
た
。

二
、
こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
「O

G
ATSU

 x

」
の
背
景
、
目
的
、
対
象
と
体
制
及
び
活
動

内
容

（
一
）
背
景

本
活
動
を
開
始
し
た
二
〇
一
六
年
当
時
、
旧
雄
勝
小
学
校
の
子
ど
も
達
は
、
雄
勝
町
か
ら
約

二
十
キ
ロ
離
れ
た
内
陸
部
に
あ
る
仮
設
校
舎
で
の
学
校
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
五

〜
六
年
生
は
、
六
年
生
が
東
日
本
大
震
災
の
年
に
入
学
し
、
五
年
生
は
未
就
学
で
あ
っ
た
為
、

雄
勝
町
で
学
校
生
活
を
お
く
っ
て
お
ら
ず
、
ふ
る
さ
と
で
あ
る
は
ず
の
雄
勝
町
の
こ
と
を
ほ

と
ん
ど
知
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

雄
勝
町
に
完
成
す
る
新
校
舎
へ
の
移
転
を
翌
年
度
に
控
え
、
五
〜
六
年
生
の
子
ど
も
達
が
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
雄
勝
町
の
歴
史
や
産
業
を
学
ぶ
と
共
に
、
仮
想
の
会
社

を
立
ち
上
げ
、
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
も
の
づ
く
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
こ
ど
も
芸
術
の
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• 

量
産

• 

広
報
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（C

M

づ
く
り
）

• 

販
売
体
験
（
価
格
設
定
、
売
り
場
計
画
、PO

P

制
作
、
販
売
体
験
等
）

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
フ
ェ
ー
ズ

• 

石
巻
市
内
及
び
仙
台
市
内
に
お
け
る
リ
レ
ー
形
式
に
よ
る
「
ほ
っ
て
ぇ
皿
制
作
体
験

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
開
催

• 

ほ
っ
て
ぇ
皿
の
実
店
舗
で
の
委
託
販
売

　
三
、
活
動
の
変
遷
（
二
〇
一
六
年
度
〜
二
〇
一
八
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
）

（
一
）
二
〇
一
六
年
度
の
活
動

 

・
全
体
概
要

名
称
：
こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
二
〇
一
六
「O

G
AT

SU
 7

（
セ
ブ
ン
）」

対
象
：
旧
雄
勝
小
学
校
五
〜
六
年
生
（
合
計
七
名
）

活
動
：
こ
ど
も
達
が
、
地
域
資
源
を
利
活
用
し
た
商
品
開
発
を
お
こ
な
う
仮
想
の
会
社

「
こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー O

G
AT

SU
 7

」
を
立
ち
上
げ
、
企
画
、
現
地
調
査
、

試
作
・
開
発
、
モ
ニ
タ
ー
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
全
四
回
。

 

・
第
一
回
　
テ
レ
ビ
会
議

日
時
：
二
〇
一
六
年
九
月
一
三
日
（
火
）　
一
三
：
三
〇
〜
一
四
：
〇
〇

場
所
：
テ
レ
ビ
会
議
（
旧
雄
勝
小
学
校
、
こ
ど
も
芸
術
の
村
＠
仙
台
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
）

講
師
：
松
井
利
夫
（
陶
芸
家
・
京
都
造
形
芸
術
大
学 

教
授
）

内
容
：
石
巻
市
、
仙
台
市
、
京
都
市
の
三
地
点
を
つ
な
い
だ
テ
レ
ビ
会
議
。
子
ど
も
達

は
、
四
月
か
ら
総
合
的
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
雄
勝
町
の
こ
と
を
学
ん
で
き

て
お
り
、「
雄
勝
石
を
使
っ
て
何
か
も
の
づ
く
り
が
で
き
な
い
か
？
」
と
考
え

て
い
る
。
雄
勝
石
を
利
活
用
し
た
新
し
い
商
品
開
発
に
向
け
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
お
こ
な
っ
た
（
写
真
1
）。

 

・
第
二
回
　
産
地
訪
問
・
調
査

日
時
：
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
三
日
（
木
）　
九
：
〇
〇
〜
一
四
：
三
〇

場
所
：
波
板
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ナ
ミ
イ
タ
・
ラ
ボ
」（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
分
浜
字
波
板

村
に
打
診
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

（
二
）
目
的

本
活
動
の
目
的
は
、
次
の
三
つ
で
あ
る
。
一
つ
目
は
、
子
ど
も
達
の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し

て
販
売
す
る
仕
組
み
を
、
学
校
、
地
域
住
民
、
行
政
、
地
元
の
芸
術
家
や
職
人
等
の
専
門
家
、

ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
等
と
共
に
組
み
立
て
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
学
び
や
遊
び
の
延
長
線
上
に
、
子

ど
も
達
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
商
品
に
よ
る
産
業
振
興
や
観
光
振
興
等
の
地
域
活
性
化
を
位

置
付
け
、
子
ど
も
達
に
対
し
て
、
も
の
づ
く
り
を
起
点
と
し
た
社
会
参
画
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
。
三
つ
目
は
、
子
ど
も
達
が
、
地
域
資
源
の
再
発
見
や
そ
れ
ら
を
用
い
た
創
造
に
よ

っ
て
生
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
体
験
し
、
子
ど
も
達
の
将
来
の
職
業
選
択
の
幅
を
広
げ
る
こ

と
で
あ
る
。

（
三
）
対
象
と
体
制

本
活
動
は
、
主
に
雄
勝
小
学
校
の
五
〜
六
年
生
を
対
象
に
、「
こ
ど
も
芸
術
の
村
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
村
長
：
松
井
利
夫
／
京
都
造
形
芸
術
大
学 

教
授
）、
雄
勝
小
学
校
（
校
長
：
菅
原
美
樹
）、
雄
勝
町

波
板
地
区
会
（
会
長
：
鈴
木
紀
雄
）、
地
元
の
芸
術
家
や
職
人
等
の
専
門
家
、
地
域
住
民
の
方
々
と

の
協
働
で
実
施
さ
れ
た
。

（
四
）
活
動
内
容

本
活
動
で
は
、
二
〇
一
六
年
度
及
び
二
〇
一
七
年
度
に
実
施
し
た
「
も
の
づ
く
り
」
の
フ

ェ
ー
ズ
と
、
二
〇
一
八
年
度
に
実
施
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
フ
ェ
ー
ズ
に
大
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
各
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
対
話
と
体
験
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
、
地
域
資
源
を

利
活
用
し
た
「
も
の
づ
く
り
」
か
ら
、
雄
勝
の
魅
力
を
広
め
伝
え
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
と

活
動
の
領
域
を
広
げ
て
き
た
。
各
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
活
動
内
容
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

「
も
の
づ
く
り
」
の
フ
ェ
ー
ズ

• 

企
画
（
製
品
の
目
的
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
等
）

• 

調
査
（
産
地
訪
問
、
硯
職
人
に
よ
る
講
義
、
石
切
り
場
見
学
、
硯
制
作
体
験
、
ス
レ
ー
ト
加
工
体
験
等
）

• 

試
作
・
開
発
（
雄
勝
石
粉
の
配
合
量
の
検
討
、
形
状
の
検
討
等
）

• 

モ
ニ
タ
ー
調
査
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
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対
象
：
雄
勝
小
学
校
五
〜
六
年
生
（
合
計
十
名
）

内
容
：
二
〇
一
七
年
度
は
、
こ
ど
も
芸
術
の
村
と
雄
勝
小
学
校
が
連
携
協
定
を
締
結
し
、

昨
年
度
の
活
動
の
延
長
線
上
に
、
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
改
良
、
量
産
、
広
告
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
（
雄
勝
の
C
M
づ
く
り
）、
販
売
体
験
会
を
実
施
し
た
。
実
施
回
数
は
、
ほ

っ
て
ぇ
皿
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
全
六
回
、
雄
勝
の
C
M
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
全
四
回
で
あ
る
。

◇
ほ
っ
て
ぇ
皿
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
◇

 

・
第
一
回
（
ほ
っ
て
ぇ
皿
）　
活
動
計
画

日
時
：
二
〇
一
七
年
七
月
五
日
（
水
）
九
：
三
〇
〜
一
二
：
二
〇

場
所
：
旧
大
須
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
須
字
大
須
二
五
一
―
二
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）

内
容
：
三
輪
田
窯
の
亀
山
先
生
か
ら
陶
芸
家
が
お
こ
な
う
仕
事
内
容
や
、
陶
器
の
ろ
く

ろ
以
外
の
作
り
方
を
学
ん
だ
（
写
真
8
）。
昨
年
度
試
作
し
た
鉢
は
難
易
度
が
高

い
た
め
、
今
年
度
の
活
動
で
は
、
誰
で
も
制
作
で
き
る
よ
う
に
石
膏
型
を
使
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

・
第
二
回
（
ほ
っ
て
ぇ
皿
）　
現
地
調
査
・
成
型

日
時
：
二
〇
一
七
年
七
月
一
八
日
（
火
）
九
：
〇
〇
〜
一
四
：
三
〇

場
所
：
ナ
ミ
イ
タ
・
ラ
ボ
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
分
浜
波
板
一
四
〇
―
一
）

講
師
：
高
橋
頼
雄
（
雄
勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合
）、
鈴
木
紀
雄
（
雄
勝
硯
職
人
・
波
板
地
区
会
長
）、
亀

山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）

内
容
：
雄
勝
石
の
産
地
を
訪
ね
、
石
切
り
場
の
見
学
、
雄
勝
硯
の
制
作
や
墨
す
り
等
を

体
験
し
た
。
ま
た
、
雄
勝
で
獲
れ
た
ホ
タ
テ
貝
の
殻
の
石
膏
型
（
写
真
9
）
を
使

っ
た
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
成
型
を
お
こ
な
っ
た
（
写
真
10
）。

 
・
第
三
回
（
ほ
っ
て
ぇ
皿
）　
お
披
露
目
・
施
釉

日
時
：
二
〇
一
七
年
九
月
一
五
日
（
木
）
九
：
三
〇
〜
一
二
：
〇
〇

場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

対
象
：
雄
勝
小
中
学
校
児
童
及
び
祖
父
母
、
地
域
住
民
（
合
計
約
八
〇
名
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）

一
四
〇
―
一
）

講
師
：
高
橋
頼
雄
（
雄
勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合
）、
鈴
木
紀
雄
（
雄
勝
硯
職
人
・
波
板
地
区
会
長
）

内
容
：
雄
勝
石
の
産
地
を
訪
ね
、
石
切
り
場
の
見
学
（
写
真
2
）
や
石
割
り
体
験
（
写
真
3
）

等
の
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
企
画
会
議
で
は
、「
雄
勝
町
の
も
の
が
身
の
回

り
に
あ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。
ま
た
、
石
と
い
う
固
い

素
材
で
自
分
達
に
何
が
つ
く
れ
る
の
か
が
課
題
と
な
り
、
解
決
策
と
し
て
、
硯

制
作
の
際
に
で
る
雄
勝
石
の
粉
を
粘
土
に
混
ぜ
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

・
第
三
回
　
造
形
・
試
作

日
時
：
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
一
日
（
月
）　
九
：
〇
〇
〜
一
二
：
二
〇

場
所
：
旧
雄
勝
小
学
校
仮
設
校
舎
（
宮
城
県
石
巻
市
相
野
谷
五
味
前
上
四
〇
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）、
松
井
利
夫
（
陶
芸
家
・
京
都
造
形
芸
術
大
学 

教
授
）

内
容
：「
雄
勝
の
家
庭
に
は
必
ず
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
こ
と
を
目

標
に
、
粘
土
と
釉
薬
に
雄
勝
石
粉
を
混
ぜ
（
写
真
4
）（
写
真
5
）、
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
使
え
る
器
の
試
作
を
お
こ
な
っ
た
。
試
作
品
の
中
に
、
雄
勝
湾
で
と
れ

た
特
産
品
の
ホ
タ
テ
貝
の
殻
を
利
用
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
お
皿
が
あ
り
、
後
に

「
ほ
っ
て
ぇ
皿
」
の
原
型
と
な
る
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
（
写
真
6
）。

 

・
第
四
回
　
施
釉
・
焼
成

日
時
：
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
九
日
（
月
）　
九
：
〇
〇
〜
一
四
：
四
五

場
所
：
旧
雄
勝
小
学
校
仮
設
校
舎
（
宮
城
県
石
巻
市
相
野
谷
五
味
前
上
四
〇
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）、
松
井
利
夫
（
陶
芸
家
・
京
都
造
形
芸
術
大
学 

教
授
）

内
容
：
前
回
制
作
し
た
器
の
施
釉
、
焼
成
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、O

G
AT

SU
 7

メ
ン

バ
ー
が
考
案
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ベ
ー
ス
に
試
作
し
た
鉢
（
ホ
タ
テ
貝
の
殻
を
三
枚
合
わ

せ
た
形
状
）（
写
真
7
）
に
施
釉
し
た
。
完
成
し
た
鉢
を
旧
雄
勝
小
学
校
の
隣
地
に
あ

る
仮
設
住
宅
の
住
人
に
贈
呈
し
、
実
生
活
の
中
で
の
使
用
感
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

（
二
）
二
〇
一
七
年
度
の
活
動

 

・
全
体
概
要

名
称
：
こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
二
〇
一
七
「O

G
AT

SU
 X

（
テ
ン
）」
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雄
勝
の
C
M
は
、「
も
の
づ
く
り
」
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
広
告
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一

つ
と
し
て
、
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
特
長
や
雄
勝
町
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
。

C
M
制
作
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
は
、
自
分
達
が
つ
く
っ
た
「
ほ
っ
て
ぇ
皿
」
の
成
り
立
ち

や
思
い
、
さ
ら
に
は
被
災
し
た
地
域
の
暮
ら
し
の
現
状
や
希
望
を
意
識
し
、
想
像
し
、
み
ん

な
の
意
見
を
集
約
、
編
集
す
る
と
い
う
高
度
な
創
造
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
っ
て
ぇ

皿
の
開
発
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
が
、
映
像
と
い
う
異
な
る
手
段
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

っ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
が
新
た
な
気
付
き
や
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

 

・
第
一
回
（
雄
勝
の
C
M
）　
企
画

日
時
：
二
〇
一
七
年
九
月
二
二
日
（
金
）
九
：
〇
〇
〜
一
四
：
三
〇

場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

講
師
：
三
浦
誠
（
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
株
式
会
社
ル
ド
ル
フ
）

内
容
：
雄
勝
の
C
M
制
作
に
向
け
た
企
画
会
議
。
活
動
の
軌
跡
を
振
り
返
り
、
各
自
が

漠
然
と
感
じ
て
い
る
こ
と
を
言
語
化
し
、
共
有
し
た
（
写
真
15
）。「
雄
勝
は
良
い

所
だ
。」
と
言
う
が
、
実
は
「
良
い
」
と
思
う
部
分
が
異
な
る
こ
と
、
大
勢
に

雄
勝
に
遊
び
に
来
て
欲
し
い
が
、
自
分
自
身
が
十
年
後
に
雄
勝
に
住
ん
で
い
る

か
は
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
お
互
い
の
思
い
や
将
来
観
の
違
い
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

 

・
第
二
回
（
雄
勝
の
C
M
）　
絵
コ
ン
テ

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
〇
月
五
日
（
木
）
一
三
：
三
〇
〜
一
五
：
三
〇

場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

講
師
：
三
浦
誠
（
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
株
式
会
社
ル
ド
ル
フ
）

内
容
：
第
三
十
三
回
東
北
地
区
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
宮
城
（
石
巻
）
大
会
の
公
開
授
業

と
し
て
、「
海
」
と
「
暮
ら
し
」
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
C
M
づ
く

り
の
土
台
と
な
る
絵
コ
ン
テ
づ
く
り
（
写
真
16
）
を
お
こ
な
っ
た
。

 

・
第
三
回
（
雄
勝
の
C
M
）　
編
集

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
七
日
（
火
）
一
一
：
三
〇
〜
一
五
：
三
〇

場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

内
容
：
こ
れ
ま
で
子
ど
も
達
だ
け
で
お
こ
な
っ
て
い
た
活
動
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
雄
勝
小
中
学
校
の
全
校
生
徒
と
、
保
護
者
や
祖
父
母
、
地
域

住
民
の
方
々
と
一
緒
に
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
成
型
と
釉
薬
掛
け
を
お
こ
な
い
、
ほ
っ

て
ぇ
皿
を
通
じ
た
世
代
を
超
え
た
交
流
が
う
ま
れ
た
（
写
真
11
）。

 

・
第
四
回
（
ほ
っ
て
ぇ
皿
）　
販
売
計
画

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
七
日
（
火
）
九
：
〇
〇
〜
一
一
：
三
〇

場
所
：
場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

講
師
：
倉
茂
麻
子
（
こ
ど
も
芸
術
の
村
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

内
容
：
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
販
売
体
験
会
に
向
け
、
完
成
し
た
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
選
別
や
価
格

設
定
、
売
り
場
の
検
討
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。

 

・
第
五
回
（
ほ
っ
て
ぇ
皿
）　
続
・
販
売
計
画

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
一
日
（
火
）
九
：
〇
〇
〜
一
〇
：
〇
〇

場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

講
師
：
倉
茂
麻
子
（
こ
ど
も
芸
術
の
村
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

内
容
：
前
回
に
引
き
続
き
、
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
販
売
に
向
け
た
売
り
場
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

計
画
に
つ
い
て
、
実
際
に
ほ
っ
て
ぇ
皿
を
並
べ
た
り
、
ポ
ッ
プ
を
制
作
し
た
り

し
な
が
ら
具
体
的
に
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

 

・
第
六
回
（
ほ
っ
て
ぇ
皿
）　
販
売
体
験
会

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
日
（
土
）
八
：
三
〇
〜
一
二
：
三
〇

場
所
：
道
の
駅
「
上
品
の
郷
」（
宮
城
県
石
巻
市
小
船
越
字
二
子
北
下
一
―
一
）

講
師
：
な
し

協
力
：
道
の
駅
「
上
品
の
郷
」

内
容
：
宮
城
県
石
巻
市
の
道
の
駅
「
上
品
の
郷
」
に
て
、
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
販
売
体
験
を

お
こ
な
っ
た
。
雄
勝
小
学
校
O
B
・
O
G
や
、
津
波
被
害
の
為
に
移
転
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
元
雄
勝
町
の
方
が
来
場
し
、
約
一
三
〇
枚
の
ほ
っ
て
ぇ
皿
を
午
前

中
の
三
時
間
で
完
売
し
た
（
写
真
12
）（
写
真
13
）（
写
真
14
）。

◇
雄
勝
の
C
M
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
◇
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・
第
二
回
　
仮
設
住
宅
で
ほ
っ
て
ぇ
皿
リ
レ
ー

日
時
：
二
〇
一
八
年
七
月
九
日
（
月
）
九
：
一
〇
〜
一
一
：
四
五

場
所
：
宮
城
県
石
巻
北
高
等
学
校
飯
野
川
校
（
宮
城
県
石
巻
市
相
野
谷
字
五
味
前
上
四
〇
）

対
象
：
雄
勝
小
学
校 

四
〜
六
年
生
、
雄
勝
中
学
校
一
〜
三
年
生
、
仮
設
住
宅
に
お
住
い

の
方
々
（
合
計
四
一
名
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）

内
容
：
雄
勝
小
中
学
生
が
、
石
巻
市
内
の
仮
設
住
宅
を
訪
れ
、
ほ
っ
て
ぇ
皿
リ
レ
ー
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
仮
設
住
宅
の
隣
地
が
、
二
〇
一
七
年
三

月
末
ま
で
旧
雄
勝
小
学
校
の
仮
設
校
舎
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。O

G
AT

SU
 7

やO
G

AT
SU

 X

だ
っ
た
中
学
生
か
ら
は
、
仮
設
校
舎
で
の
学
校
生
活
を
懐
か

し
む
声
が
聞
か
れ
、
仮
設
住
宅
の
住
人
と
の
再
会
を
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
。

 

・
第
三
回
　
祖
父
母
参
観
交
流
会
で
ほ
っ
て
ぇ
皿
リ
レ
ー

日
時
：
二
〇
一
八
年
九
月
一
四
日
（
金
）
九
：
〇
〇
〜
一
二
：
二
〇

場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

対
象
：
雄
勝
小
学
校
児
童
及
び
祖
父
母
、
地
域
住
民
（
合
計
約
六
〇
名
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）

内
容
：
雄
勝
小
学
校
の
子
ど
も
達
の
祖
父
母
や
地
域
住
民
の
方
々
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
学

校
に
お
招
き
し
て
授
業
を
お
こ
な
う
「
祖
父
母
参
観
交
流
会
」
の
一
環
と
し
て
、

ほ
っ
て
ぇ
皿
リ
レ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
っ
た
。

 

・
第
四
回
　
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
ほ
っ
て
ぇ
皿
リ
レ
ー

日
時
：
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
五
日
（
日
）
一
〇
：
〇
〇
〜
一
三
：
〇
〇

場
所
：
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
　
五
階
ギ
ャ
ラ
リ
ーa

（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
春
日
町
二

―
一
）

対
象
：
原
則
小
学
生
お
よ
び
中
学
生
（
合
計
一
〇
〇
組
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）

内
容
：「
こ
ど
も
芸
術
の
村
五
周
年
記
念
展
―
ス
イ
ス
か
ら
の
贈
り
物
―
」
の
会
期
に
合

わ
せ
、
宮
城
県
仙
台
市
に
あ
る
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
て
、
ほ
っ
て
ぇ

皿
リ
レ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
（
写
真
18
）（
写
真
19
）。
開
場
前
か
ら
行

列
が
で
き
、
息
つ
く
暇
も
な
い
ほ
ど
の
状
況
で
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
達
は
息
の

講
師
：
三
浦
誠
（
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
株
式
会
社
ル
ド
ル
フ
）

内
容
：
前
回
制
作
し
た
ラ
フ
の
絵
コ
ン
テ
を
再
構
成
し
、
最
終
形
に
向
け
た
編
集
や

B
G
M
選
び
を
お
こ
な
っ
た
。

 
・
第
四
回
（
雄
勝
の
C
M
）　
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

日
時
：
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
一
日
（
火
）
一
〇
：
〇
〇
〜
一
二
：
〇
〇

場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

講
師
：
三
浦
誠
（
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
株
式
会
社
ル
ド
ル
フ
）

内
容
：
全
員
で
編
集
し
た
一
つ
の
C
M
映
像
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
達
各
自
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
収
録
（
写
真
17
）
を
お
こ
な
い
、
十
本
の
C
M
と
お
ま
け
一
本
を
制
作

し
た
。

（
三
）
二
〇
一
八
年
度
の
活
動

 

・
全
体
概
要

名
称
：
こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ
ニ
ー
二
〇
一
八
「O

G
AT

SU
 x

（
エ
ッ
ク
ス
）」

対
象
：
主
に
雄
勝
小
学
校
五
〜
六
年
生
（
合
計
九
名
）

内
容
：
こ
ど
も
芸
術
の
村
と
雄
勝
小
学
校
及
び
雄
勝
中
学
校
が
連
携
協
定
を
締
結
し
、
全

五
回
の
活
動
を
実
施
し
た
。
石
巻
市
内
の
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
た
り
、
地
域
住

民
の
方
々
を
学
校
に
お
招
き
し
た
り
と
、
様
々
な
場
所
で
異
な
る
世
代
の
方
々

と
、「
ほ
っ
て
ぇ
皿
」
を
バ
ト
ン
に
見
立
て
た
リ
レ
ー
形
式
に
よ
る
「
ほ
っ
て

ぇ
皿
制
作
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
お
こ
な
い
、
雄
勝
の
魅
力
を
広
め
伝
え

る
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
と
活
動
の
幅
を
広
げ
た
。

 

・
第
一
回
　
ほ
っ
て
ぇ
皿
リ
レ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
タ
ー
ト
！

日
時
：
二
〇
一
八
年
五
月
二
九
日
（
火
）
一
三
：
三
〇
〜
一
五
：
三
〇

場
所
：
雄
勝
小
学
校
（
宮
城
県
石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
小
滝
浜
二
番
地
二
）

対
象
：
雄
勝
小
学
校
の
子
ど
も
達
（
合
計
二
一
名
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）

内
容
：「
ほ
っ
て
ぇ
皿
制
作
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
リ
レ
ー
形
式
で
お
こ
な
う
最
初

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
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造
・
販
売
し
、
そ
れ
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
経
済
的
価
値
を
子
ど
も
達
の
教
育
に
還
元
さ
せ

る
、
地
域
経
済
と
教
育
を
循
環
さ
せ
る
持
続
的
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
試
み
る
こ
と
で

あ
る
。

註（1）
　「
こ
ど
も
芸
術
の
村
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
村
長
：
松
井
利
夫
／
京
都
造
形
芸
術
大
学 

教
授
）
は
、
京

都
造
形
芸
術
大
学
が
ス
イ
ス
に
あ
る
財
団
「
日
本
の
子
供
た
ち
」（
創
設
者
：
テ
ィ
エ
リ
ー
・

セ
ル
ヴ
ァ
ン
、
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・
カ
フ
ァ
ン
）
の
助
成
を
受
け
、
東
北
地
方
の
子
ど
も
を
対
象
に
企

画
・
運
営
し
て
い
る
芸
術
教
育
支
援
事
業
で
あ
る
。「
つ
く
る
、
つ
ど
う
、
つ
な
ぐ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
、
約

六
十
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
延
べ
約
一
五
〇
〇
名
の
子
ど
も
達
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
三
日
（
金
・
祝
）
〜
二
五
日
（
日
）
に
は
、
せ
ん
だ
い

メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
「
こ
ど
も
芸
術
の
村
五
周
年
記
念
展 

―
ス
イ
ス
か
ら
の
贈

り
物
―
」
を
開
催
し
、
小
学
生
の
親
子
や
教
育
関
係
者
等
を
中
心
に
、
一
〇
八
八
名
が

来
場
し
た
。

（2）
　https://www.city.ishinom

aki.lg.jp/school/20302500/d0010/d0020/enkaku3.pdf

（3）
　https://www.city.ishinom

aki.lg.jp/cont/20101000/0013/20160510143922.htm
l

（4）
　https://www.city.ishinom

aki.lg.jp/cont/20101000/0014/20170509152013.htm
l

（5）
　https://www.city.ishinom

aki.lg.jp/cont/20101000/0014/20180509100703.htm
l

（6）
　https://w

w
w

.city.ishinom
aki.lg.jp/school/20302500/d0010/d0020/

sinnsaityokugonojoukyou.pdf

引
用
文
献
及
び
参
考
文
献

雄
勝
い
し
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
お
が
つ 

い
し
の
わ 

ノ
ー
ト
』、
東
北
工
業
大
学
、
二
〇
一
六

年
。

合
っ
た
連
携
を
見
せ
て
乗
り
切
っ
た
。
ま
た
、
展
覧
会
期
間
中
、
せ
ん
だ
い
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
一
階
に
あ
る
「K

A
N

EIRI M
useum

 Shop 6

」
に
お
い
て
、
雄

勝
の
地
域
住
民
の
方
々
が
制
作
し
た
「
ほ
っ
て
ぇ
皿
」
の
委
託
販
売
を
お
こ
な

っ
た
（
写
真
20
）。

 

・
第
五
回
　
販
売
体
験
会

日
時
：
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
日
（
土
）
八
：
三
〇
〜
一
二
：
一
五

場
所
：
道
の
駅
「
上
品
の
郷
」（
宮
城
県
石
巻
市
小
船
越
二
子
北
下
一
―
一
）

対
象
：
雄
勝
小
学
校 
四
〜
六
年
生
（
合
計
八
名
）

講
師
：
亀
山
英
児
（
陶
芸
家
・
三
輪
田
窯 

窯
主
）

協
力
：
道
の
駅
「
上
品
の
郷
」

内
容
：
宮
城
県
石
巻
市
の
道
の
駅
「
上
品
の
郷
」
に
て
、
今
年
度
の
活
動
で
つ
く
り
た

め
た
ほ
っ
て
ぇ
皿
の
販
売
体
験
会
を
お
こ
な
っ
た
。
昨
年
度
よ
り
も
品
質
が
向

上
し
、
価
格
も
百
円
ア
ッ
プ
の
一
枚
五
百
円
に
設
定
し
た
が
、
午
前
中
の
約
三

時
間
で
約
一
三
〇
枚
を
完
売
し
た
。

お
わ
り
に

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
原
点
と
は
、
自
分
達
の
現
状
の
認
識
に
始
ま
り
、
手
に
し

た
も
の
や
能
力
で
何
を
成
し
、
ど
う
社
会
に
向
き
合
う
の
か
と
い
う
姿
勢
や
意
欲
を
涵
養
す

る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

雄
勝
小
学
校
の
子
ど
も
達
と
共
に
三
年
間
に
わ
た
り
継
続
し
て
き
た
、
こ
ど
も
芸
術
カ
ン
パ

ニ
ー
「O

G
AT

SU
 x

」
の
活
動
で
は
、
子
ど
も
達
が
、
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
、
地
域
の
歴

史
や
文
化
、
風
土
を
学
び
、
専
門
家
や
地
域
住
民
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
雄
勝
町
の

地
域
資
源
で
あ
る
雄
勝
石
を
利
活
用
し
た
新
し
い
特
産
品
「
ほ
っ
て
ぇ
皿
」
を
開
発
し
、
販

売
ま
で
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ほ
っ
て
ぇ
皿
を
用
い
て
、
雄
勝
町
の
魅
力
を

広
く
伝
え
る
活
動
を
展
開
し
、
子
ど
も
達
の
社
会
的
自
立
や
社
会
参
画
の
力
を
育
む
一
助
と

な
っ
た
。

こ
ど
も
芸
術
の
村
で
は
、
今
後
も
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
本
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

一
つ
目
は
、
三
年
間
の
活
動
の
延
長
線
上
に
、
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
、
お
皿
の
模
様
の
デ
ザ
イ
ン
等
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
と
本
活
動
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

お
こ
な
う
こ
と
。
二
つ
目
は
、
子
ど
も
達
が
研
究
・
開
発
を
お
こ
な
っ
た
商
品
を
地
域
で
製
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写真2　石切り場の見学

写真5　雄勝石粉の配合率による仕上がりの
違いを確認

写真1　テレビ会議の様子

写真4　粘土と雄勝石粉を混合

写真3　石割り体験

写真6　ホタテ貝の殻を使ったデザインの検討

写真8　陶器の様々な作り方を学ぶ

写真11　ほってぇ皿を通じた世代を超えた交流

写真7　試作品の鉢

写真10　脱型したほってぇ皿

写真9　雄勝で獲れたホタテ貝の殻の石膏型

写真12　完成したほってぇ皿
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写真14　販売体験会の様子

写真17　ナレーションの収録

写真13　販売体験会の様子

写真16　絵コンテの検討

写真15　活動を振り返り、思いを言語化、共
有する

写真18　ほってぇ皿制作体験ワークショップ
の様子

写真20　ミュージアムショップでの販売の様子 写真19　ほってぇ皿制作体験ワークショップ
の様子


